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３館合同企画展示・講演会に寄せて

島根大学長　　山本廣基

　

島
根
県
立
図
書
館
、
松
江
市
立
図
書
館
、
島
根
大
学
附
属
図
書
館
の
３
館
に
よ

る
合
同
企
画
展
示
・
講
演
会
「
江
戸
を
旅
す
る　

明
治
に
学
ぶ
」
が
、
島
根
大
学

附
属
図
書
館
と
新
築
な
っ
た
大
学
ホ
ー
ル
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

島
根
大
学
は
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
、
当
時
の
松
江
高
等
学
校
、
島
根
師
範
学

校
、
島
根
青
年
師
範
学
校
を
母
体
と
し
て
、
文
理
学
部
、
教
育
学
部
の
二
学
部
か

ら
な
る
新
制
大
学
と
し
て
発
足
し
、
島
根
農
科
大
学
の
国
立
移
管
や
島
根
医
科
大

学
と
の
統
合
を
経
て
、
五
学
部
を
擁
す
る
地
域
の
総
合
大
学
と
し
て
発
展
し
、
開

学
六
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
制
大
学
発
足
前
の
旧
制
松
江
高
等
学
校
や
師
範
学
校
、
さ
ら
に
遡
れ
ば
島
根

県
小
学
校
教
員
伝
習
所
な
ど
、
本
学
の
母
体
と
な
っ
た
教
育
機
関
の
重
要
な
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
展
示
や
講
演
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
こ
の
地
に
あ
っ
た
藩
校
、
私
塾
か
ら
、
激
動
の
新
国
家
の
発
展
に
貢

献
す
る
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
こ
と
が
、
本
学
の
母
体
と
な
っ
た
教
育
機

関
の
発
展
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

折
し
も
、
松
江
市
に
お
い
て
も
「
松
江
開
府
四
〇
〇
年
祭
」
と
銘
打
っ
て
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
、
記
念
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
四
〇
〇
年
祭
、
そ
し
て
私

ど
も
の
六
十
周
年
が
、
将
来
に
向
け
て
の
ま
す
ま
す
の
発
展
の
契
機
と
な
り
ま
す

よ
う
、
と
も
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
一
年
十
月
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　江戸を旅する　明治に学ぶ
平成21年度3館合同企画展示・講演会実行委員長　　

平川正人

　

平
成
二
十
一
年
度
の
３
図
書
館
合
同
企
画
展
示
は
、「
江
戸
を
旅
す
る 

明
治
に

学
ぶ
：
山
陰
の
歴
史
、
経
済
、
教
育
・
文
化
」
の
テ
ー
マ
の
下
に
、
３
図
書
館
の

所
有
す
る
資
料
や
地
域
の
貴
重
史
料
を
中
心
に
、
全
国
の
図
書
館
、
大
学
、
資
料

館
や
教
育
委
員
会
等
の
協
力
を
得
て
、
原
史
料
や
レ
プ
リ
カ
絵
図
と
と
も
に
解
説

パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
該
分
野
の
研
究
者
に
よ
る
時
代
背
景
の
説

明
や
、
資
料
解
説
も
含
め
た
講
演
会
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

江
戸
期
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
や
国
立
公
文
書
館
、
ま
た
、
地
域
に

散
在
す
る
近
世
の
出
雲
、
石
見
、
隠
岐
の
国
絵
図
を
一
同
に
展
示
し
、
比
較
検
証

を
行
い
、時
代
毎
に
変
遷
し
て
い
く
歴
史
・
経
済
的
背
景
を
考
察
し
ま
す
。
ま
た
、

国
絵
図
を
ベ
ー
ス
に
地
域
の
近
世
文
書
や
古
記
録
類
か
ら
、当
時
の
地
理
・
地
誌
、

測
量
術
、
経
済
・
産
業
、
交
通
や
和
算
な
ど
科
学
的
知
識
の
源
泉
を
探
る
と
と
も

に
、
当
時
の
人
々
の
生
活
状
況
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
す
。

　

明
治
期
に
つ
い
て
は
、
諸
外
国
と
の
軋
轢
の
中
で
、
新
国
家
の
建
設
・
発
展
に

貢
献
す
る
人
材
を
輩
出
す
る
基
盤
と
な
っ
た
藩
校
、
私
塾
な
ど
、
幕
末
か
ら
明
治

に
お
け
る
地
域
の
教
育
シ
ス
テ
ム
と
教
育
力
の
遷
移
を
辿
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ

こ
か
ら
巣
立
っ
て
各
界
で
活
躍
し
た
山
陰
出
身
の
先
覚
者
達
が
、
幼
少
期
に
培
わ

れ
た
地
縁
・
人
間
関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
世
界
に
雄
飛
し
て
い
く
姿
を
、
史
料

や
逸
話
な
ど
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
松
江
開
府
四
〇
〇
年
祭
と
の
協
賛
事
業
と
し
て
、
ま
た
、
島
根
大
学

開
学
六
十
周
年
〈
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
〉
や
、松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
祭
〝
淞

風
祭
〞
と
も
連
携
し
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
展
示
を
通
し
て
、
山
陰
地
域
の
豊
か
な
自
然
、
産
物
、

人
材
、
文
化
遺
産
等
に
つ
い
て
、
江
戸
か
ら
明
治
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
時

代
を
、
豊
富
な
展
示
史
料
や
各
界
の
研
究
者
の
方
々
の
熱
の
こ
も
っ
た
講
演
で
体

感
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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江
戸
幕
府
は
五
度
国
絵
図
を
提
出
さ
せ
て
お
り
、

こ
れ
を
「
幕
府
撰
国
絵
図
」
と
呼
ん
で
い
る
。
慶
長

九
（
一
六
○
四
）
年
、
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
、

正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
、元
禄
十
五
（
一
七
○
二
）

年
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
の
五
度
で
、
年
次
は

幕
府
が
収
蔵
し
た
年
で
あ
る
。
う
ち
慶
長
図
は
、
そ

の
ま
ま
の
も
の
は
ま
だ
発
見
さ
れ
ず
、「
慶
長
日
本

図
」
の
部
分
と
し
て
伝
世
さ
れ
て
い
る
。
寛
永
期
・

正
保
期
・
天
保
期
の
も
の
は
出
雲
・
石
見
・
隠
岐
と

も
残
っ
て
い
る
が
、
元
禄
期
の
も
の
は
出
雲
の
分
だ

け
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

正
保
国
絵
図
以
降
は
、
縮
尺
を
一
里
六
寸
と
し
、

「
郷
帳
」
と
「
城
絵
図
」
と
を
セ
ッ
ト
と
し
て
提
出

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
元
禄
期
・
天
保
期
の
国

絵
図
は
、
必
ず
し
も
提
出
時
の
郡
村
界
・
村
数
・
石

高
な
ど
を
正
確
に
示
し
て
い
な
い
。

　

そ
の
点
「
在
地
国
絵
図
」
は
資
料
と
し
て
す
ぐ
れ

て
い
る
。
特
に
出
雲
で
は
「
出
雲
国
十
二
郡
図
」
寛

永
十
三
（
一
六
三
六
）
年
、「
出
雲
国
十
郡
絵
図
」

貞
享
三
（
一
六
八
六
）
年
、「
出
雲
国
十
郡
絵
図
」

文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
、
石
見
で
は
「
元
和
年
間

石
見
国
絵
図
」
元
和
三
〜
五
（
一
六
一
七
〜
一
九
）

年
、
隠
岐
で
は
「
隠
岐
国
島
後
島
前
図
」
慶
応
元

（
一
八
六
五
）
年
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

　

文
化
期
（
一
八
○
四
〜
一
八
）
か
ら
文
政
期

（
一
八
一
八
〜
三
〇
）
に
か
け
て
伊
能
忠
敬
が
作
成

し
た
「
伊
能
図
」
を
経
て
、明
治
に
入
り
近
代
的
「
地

図
」
が
成
立
す
る
が
、
近
世
の
「
絵
図
」
が
与
え
る

情
報
も
質
量
と
も
に
重
要
で
あ
る
。

出雲・石見・隠岐の
　　　国絵図をめぐって

元島根史学会会長　　池橋達雄

　

安
来
湊
の
魚
問
屋
・
松
江
屋
佐
重
さ
ん
は
、
中
海

産
ウ
ナ
ギ
の
大
漁
に
遭
遇
。「
こ
の
ウ
ナ
ギ
を
大
坂

へ
運
ん
だ
ら
儲
か
る
ぞ
」
と
思
い
つ
い
た
。
時
は
江

戸
時
代
の
中
頃
。
さ
っ
そ
く
松
江
藩
に
お
願
い
し
て

許
可
を
も
ら
い
、
道
中
安
全
の
た
め
に
京
都
の
聖
護

院
か
ら
菊
の
御
紋
章
入
り
の
小
旗
や
提
灯
を
下
げ
渡

さ
れ
た
。

　

生
き
た
ま
ま
の
ウ
ナ
ギ
を
数
十
人
の
男
た
ち
が
担

い
で
中
国
山
地
の
山
坂
を
走
り
、
勝
山
か
ら
旭
川
を

岡
山
ま
で
下
し
、
播
磨
灘
を
渡
っ
て
大
坂
土
佐
堀

白
子
裏
町
・
松
江
藩
蔵
屋
敷
付
近
に
ウ
ナ
ギ
船
を
留

め
、
京
大
坂
の
料
亭
数
百
軒
に
販
売
し
、
そ
の
売
上

金
を
担
い
で
四
十
曲
峠
を
越
え
、
意
気
揚
々
と
帰
国

し
た
。

　

こ
の
ウ
ナ
ギ
送
り
は
宝
暦
年
間
か
ら
始
ま
り
、
膨

大
な
ウ
ナ
ギ
が
峠
を
越
え
、
明
治
末
年
に
は
貨
車
送

り
に
代
わ
っ
て
「
く
い
だ
お
れ
の
町
・
大
阪
」
の
食

文
化
を
作
り
上
げ
た
。

　

松
江
藩
の
「
国
益
」
を
生
み
だ
す
産
業
を
紹
介
し

た
「
雲
陽
国
益
鑑
」
に
は
、
前
頭
上
位
に
「
上
方
行

き
の
ウ
ナ
ギ
」
が
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
、
上
方
か
ら
御

国
に
現
金
を
稼
ぐ
大
事
な
産
業
と
し
て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。
当
時
の
食
品
流
通
を
担
っ
た
元
気
な
人

た
ち
の
足
跡
を
訪
ね
て
、安
来
か
ら
大
坂
ま
で
の「
う

な
ぎ
街
道
」
を
歩
い
た
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。

うなぎ街道を行く
松江市史編纂委員　　乾　隆明

講　　演　講　　演　
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江
戸
か
ら
明
治
へ
…
歴
史
は
大
き
く
動
き
ま
し

た
。
社
会
情
勢
の
変
化
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
現
れ
ま

す
が
、
法
の
世
界
も
そ
の
一
つ
で
し
た
。
幕
末
に
締

結
さ
れ
た
不
平
等
条
約
の
解
消
は
明
治
の
大
き
な
国

家
目
標
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
日
本
を
欧
米
流
の
近

代
国
家
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
欧
米

で
発
展
し
た
近
代
法
を
日
本
に
採
り
入
れ
、
近
代
法

が
支
配
す
る
社
会
へ
と
日
本
を
変
え
て
い
く
こ
と
で

し
た
。

　

近
代
的
な
法
の
世
界
を
日
本
に
採
り
入
れ
る
の
に

は
、
大
変
な
苦
労
を
要
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
近
代

的
な
法
典
（
民
法
典
や
刑
法
典
）
を
作
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
に
は
多
く
の
人
々
が
関
わ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
中
に
、
松
江
出
身
で
民
法
典
や
商
法
典
の

編
纂
に
携
わ
っ
た
梅
謙
次
郎
が
い
ま
し
た
。
次
に
必

要
な
の
は
法
の
担
い
手
で
す
。
代
言
人
（
現
在
の
弁

護
士
）
や
裁
判
官
・
検
察
官
な
ど
、
法
の
実
務
を
専

門
的
に
扱
う
人
々
が
現
れ
ま
す
。
岸
清
一
は
あ
ま
り

に
も
有
名
で
す
が
、
松
江
市
の
初
代
市
長
で
あ
る
福

岡
世
徳
も
代
言
人
で
し
た
。
新
し
い
法
の
担
い
手
を

養
成
す
る
た
め
に
、
法
学
教
育
を
行
う
学
校
が
つ
く

ら
れ
ま
す
。
松
江
に
も
、
短
期
間
で
し
た
が
松
江
法

律
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
人
々
の
争
い
を

解
決
す
る
た
め
に
各
地
に
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
、
明

治
九
（
一
八
七
六
）
年
に
、
松
江
裁
判
所
が
開
庁
さ

れ
ま
し
た
。

　

明
治
に
な
り
、
近
代
法
の
波
が
松
江
に
や
っ
て
く

る
様
子
、
新
し
い
法
の
世
界
と
人
々
と
の
関
わ
り
の

様
子
を
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

江戸から明治へ
　－近代法の成立と松江－
島根大学法文学部教授　　居石正和

　

二
葉
亭
四
迷
こ
と
長
谷
川
辰
之
助
（
一
八
六
四
〜

一
九
○
九
）
は
、
日
本
近
代
文
学
の
起
源
に
位
置
す

る
と
さ
れ
る
文
学
者
で
あ
る
。
明
治
十
九
年
に
発
表

さ
れ
た
「
浮
雲
」
は
、
そ
の
内
容
と
文
体
に
お
い
て

文
学
史
を
画
す
る
作
品
で
あ
り
、
ま
た
ツ
ル
ゲ
ー
ネ

フ
「
あ
ひ
び
き
」
を
始
め
と
す
る
外
国
文
学
の
翻
訳

は
、
そ
の
後
の
日
本
の
小
説
文
体
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
二
葉
亭
四
迷
が
少

年
期
を
松
江
で
過
ご
し
て
い
た
事
実
は
、
こ
こ
松
江

で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

満
十
一
歳
の
二
葉
亭
四
迷
が
東
京
か
ら
松
江
に

や
っ
て
き
た
の
は
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
五
月
。

父
吉
数
が
島
根
県
会
計
官
吏
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

殿
町
十
三
番
地
に
居
住
し
、
内
村
鱸
香
の
漢
学
塾
相

長
舎
に
入
塾
、
翌
明
治
九
年
に
は
島
根
県
教
員
伝
習

校
に
付
設
さ
れ
た
変
則
中
学
科
（
の
ち
松
江
中
学
）

に
入
学
し
た
。
以
降
明
治
十
一
年
二
月
に
上
京
す
る

ま
で
の
二
年
九
ヶ
月
の
間
、
二
葉
亭
四
迷
は
松
江
の

地
で
過
ご
し
た
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
生
活
で
あ
っ

た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
変
則
中
学
と

漢
学
塾
の
双
方
に
通
っ
た
彼
の
教
育
体
験
は
、
明
治

初
期
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

明
治
五
年
の
「
学
制
」
に
よ
っ
て
、
日
本
各
地
で

近
代
的
な
「
学
校
」
が
誕
生
し
て
い
く
。
そ
の
草
創

期
の
教
育
の
様
子
を
、
二
葉
亭
四
迷
を
軸
に
探
っ
て

み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二葉亭四迷の松江
　－「学校」の誕生－
島根大学法文学部教授　　武田信明

江戸を旅する
  明治に学ぶ
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江戸期の地誌・紀行①　江戸期の地誌・紀行①　

　

江
戸
幕
府
が
諸
国
に
命
じ
て
提
出
さ
せ
た
国
ご
と
の
絵
図
を「
幕
府
撰
国
絵
図
」と
呼
び
ま
す
。提
出
は
、慶
長
・
寛
永
・
正
保
・

元
禄
・
天
保
の
五
度
で
す
。
慶
長
の
国
絵
図
は
「
慶
長
日
本
図
」
の
部
分
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
絵
図
そ
の
も
の
は

ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
慶
長
・
寛
永
の
時
は
特
に
基
準
が
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、正
保
か
ら
は
一
里
六
寸
の
縮
尺
と
し
、

主
要
道
と
一
里
塚
や
港
湾
の
状
況
な
ど
、交
通
運
輸
に
つ
い
て
の
情
報
を
記
載
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、同
時
に「
た

て
ま
え
」
が
重
視
さ
れ
、
元
禄
・
天
保
の
も
の
に
は
、
時
期
ご
と
の
郡
域
・
郡
村
数
・
石
高
が
正
確
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
疑
問

も
あ
り
、
情
報
の
読
み
取
り
に
は
慎
重
さ
が
必
要
で
、
次
の
「
在
地
国
絵
図
」
と
合
わ
せ
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
元
禄
の
幕
府
撰
国
絵
図
は
、
出
雲
の
も
の
し
か
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、
島
根
県
立
図
書
館
及
び
島
根
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
絵
図
を
中
心
に
、
国
や
県
内
外
の
大
学
、
個

人
所
蔵
の
国
絵
図
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も
の
を
併
せ
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

幕
府
撰
国
絵
図

年
号 

西
暦 

国
絵
図 

松
江
藩
主 

徳
川
将
軍

慶
長 

１
６
０
３ 

 

（
堀
尾
） 

①
家
康

 
 

絵
図
1 

 

②
秀
忠

元
和 

 

絵
図
15 

 
 

 
 

 

③
家
光

寛
永 

１
６
３
３ 

絵
図
2
〜
4 

（
京
極
） 

 

１
６
３
６ 

絵
図
13
、14 

①
直
政 

正
保 

１
６
４
５ 

絵
図
5
、6 

（
松
平
） 

 
 

 
 

④
家
綱

 
 

 

②
綱
隆 

 
 

 

③
綱
近 

 
 

 
 

⑤
綱
吉

貞
享 

１
６
８
６ 

絵
図
16 
 

元
禄 

１
７
０
１ 

絵
図
7
〜
９  

 
 

 

④
吉
透 

 
 

 

⑤
宣
維 

宝
永 

１
７
１
０ 
 

 

⑥
家
宣

 
 

 
 

⑦
家
継

 
 

 
 

⑧
吉
宗

 
 

 

⑥
宗
衍 

 
 

 
 

⑨
家
重

 
 

 
 

⑩
家
治

 
 

 

⑦
治
郷 
 

 
 

 

⑪
家
斉

 
 

 

⑧
斉
恒 

文
政 

１
８
２
１ 

絵
図
17 

⑨
斉
貴 

天
保 

１
８
３
８ 

絵
図
10
〜
12  

⑫
家
慶

 
 

絵
図
18 

 
 

 
 

⑩
定
安 

⑬
家
定

 
 

 
 

⑭
家
茂

慶
應 

１
８
６
５ 

絵
図
19 

 

⑮
慶
喜

明
治

江戸時代年表

❖ 

慶
長
図

❖ 

寛
永
図

◆ 慶長日本図　慶長年間

❖ 

正
保
図

❖ 

元
禄
図

◆ 寛永出雲国絵図
　　寛永10年（1633）

◆ 寛永石見国絵図
　　寛永10年（1633）

◆ 隠岐国絵図
　　寛永10年（1633）

◆ 正保出雲隠岐国絵図
　　正保２年（1645）

◆ 正保石見国絵図　正保２年（1645）

◆ 元禄出雲国絵図
　 元禄14年（1701）

◆ 元禄出雲国絵図
　　宝永７年（1710）写

◆ 出雲国全図
　　天保９年（1838）写

絵図１

絵図２絵図３絵図４

絵図５

絵図６

絵図７絵図８

絵図９

（中国地方部分）
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江戸を旅する
  明治に学ぶ

❖ 

天
保
図

◆ 天保出雲国絵図
　　天保９年（1838）

◆ 天保石見国絵図
　　天保９年（1838）

◆ 隠岐国島前図・隠岐国島後図　慶應元年（1865） ◆ 出雲国絵図　天保年間（1830-1844）

◆ 出雲国十郡絵図
　　文政４年（1821）

◆ 出雲国十郡絵図
　　貞享３年（1686）（推定）

◆ 石見国絵図
　　元和３-５年（1617-1619）

◆ 出雲国十二郡図　寛永13年（1636）

◆ 出雲国十二郡図　寛永13年（1636）

◆ 天保隠岐国絵図
　　天保９年（1838）

　

「
幕
府
撰
国
絵
図
」
に
対
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
、
国
で
自
主
的

に
作
成
さ
れ
た
も
の
を
一
括
し
て

「
在
地
国
絵
図
」
と
呼
ぶ
こ
と
に

し
ま
す
。
こ
ち
ら
の
方
は
、「
た

て
ま
え
」
よ
り
「
実
用
」
が
重
視

さ
れ
ま
し
た
。
幕
府
撰
に
準
ず
る

公
的
性
格
を
も
つ
も
の
か
ら
、
郡

村
役
人
の
地
方
行
政
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
と
考
え
ら
れ
る
も
の
ま
で

多
様
で
す
が
、
こ
こ
で
は
興
味
あ

る
情
報
の
読
み
取
れ
る
も
の
を
中

心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

天
保
の
出
雲
国
絵
図
の
幕
府
撰

の
も
の
と
在
地
の
も
の
を
比
べ
る

と
、
在
地
の
も
の
が
正
確
で
す
。

楯た
て

縫ぬ
い

・
出
し
ゅ
っ
と
う雲
・
神か
ん

門ど

三
郡
の
郡
域

を
見
て
く
だ
さ
い
。

在
地
国
絵
図

絵図10絵図11
絵図12

絵図13

絵図14

絵図15

絵図16

絵図17

絵図18絵図19
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江
戸
時
代
、旅
は
庶
民
の
間
で
も
一
般
的
な
も
の
と
な
り
、遊

山
に
も
多
く
出
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
旅
の

様
子
を
巡
拝
紀
や
紀
行
文
に
ま
と
め
た
も
の
は
写
本
や
刊
本
で

出
回
り
、
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
役
目
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

『
隠
岐
の
す
さ
び
』
は
日
御
碕
神
社
神
官
・
日
置
風
水
に
よ

る
隠
岐
の
紀
行
文
で
す
。
文
芸
に
長
じ
た
風
水
は
、
隠
岐
の
名

所
・
旧
跡
、
社
寺
、
地
誌
の
描
写
に
、
俳
諧
や
和
歌
を
織
り
交

ぜ
て
歌
物
語
形
式
の
紀
行
文
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
出
雲
大
社

の
三
月
会
参
拝
を
綴
っ
た
『
出
雲
路
日
記
』
は
、
行
程
や
参
詣

の
様
子
に
加
え
て
、
当
時
の
旅
人
の
風
習
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
『
出
雲
国
名
所
歌
集
』『
石
見
名
所
集
方
角
図
解
』
は
と
も
に
、

和
歌
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
出
雲
国
及
び
石
見
国
の
名
所
を
、
和

歌
に
詠
み
込
ん
で
紹
介
し
た
名
所
和
歌
案
内
で
す
。
こ
れ
ら
の

資
料
は
、
当
時
の
地
理
や
名
所
、
風
俗
を
知
る
上
で
貴
重
な
歴

史
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江戸期の地誌・紀行②　江戸期の地誌・紀行②　

　

松
江
藩
で
は
財
政
が
逼
迫
し
た
六
代
宗
衍
の
時
代

　

松
江
藩
で
は
財
政
が
逼
迫
し
た
六
代
宗
衍
の
時
代

か
ら
藩
政
改
革
が
行
わ
れ
、
七
代
治
郷
へ
と
引
き
継

か
ら
藩
政
改
革
が
行
わ
れ
、
七
代
治
郷
へ
と
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。
改
革
に
あ
た
っ
て
は
優
秀
な
人
材
を

が
れ
ま
し
た
。
改
革
に
あ
た
っ
て
は
優
秀
な
人
材
を

登
用
し
、
殖
産
興
業
を
目
指
し
て
様
々
な
藩
営
事
業

登
用
し
、
殖
産
興
業
を
目
指
し
て
様
々
な
藩
営
事
業

を
行
い
ま
し
た
。
蠟
の
生
産
・
販
売
を
行
っ
た
「
木

を
行
い
ま
し
た
。
蠟
の
生
産
・
販
売
を
行
っ
た
「
木

実
方
」、鍋
・
釜
・
農
具
な
ど
を
製
造
す
る
「
釜
甑
方
」

実
方
」、鍋
・
釜
・
農
具
な
ど
を
製
造
す
る
「
釜
甑
方
」

な
ど
の
役
所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
産
物

な
ど
の
役
所
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
産
物

は
、
水
運
や
中
国
山
地
越
え
で
大
坂
な
ど
へ
運
ば
れ
、

は
、
水
運
や
中
国
山
地
越
え
で
大
坂
な
ど
へ
運
ば
れ
、

大
き
な
収
益
を
あ
げ
ま
し
た
。

大
き
な
収
益
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

出
雲
国
の
国
益
と
な
る
産
物
を
相
撲
の
番
付
形
式

　

出
雲
国
の
国
益
と
な
る
産
物
を
相
撲
の
番
付
形
式

で
紹
介
し
た
『
雲
陽
国
益
鑑
』
に
は
、
鰻
（
う
な
ぎ
）

で
紹
介
し
た
『
雲
陽
国
益
鑑
』
に
は
、
鰻
（
う
な
ぎ
）

が
前
頭
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
海

が
前
頭
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
海

で
捕
れ
た
鰻
は
男
た
ち
に
担
が
れ
て
中
国
山
地
を
越

で
捕
れ
た
鰻
は
男
た
ち
に
担
が
れ
て
中
国
山
地
を
越

え
、
播
磨
灘
を
渡
っ
て
大
坂
へ
運
ば
れ
大
評
判
と
な

え
、
播
磨
灘
を
渡
っ
て
大
坂
へ
運
ば
れ
大
評
判
と
な

り
ま
し
た
。
現
金
を
稼
ぐ
重
要
な
産
業
と
し
て
、
藩

り
ま
し
た
。
現
金
を
稼
ぐ
重
要
な
産
業
と
し
て
、
藩

財
政
を
潤
し
た
も
の
の
一
つ
で
す
。

財
政
を
潤
し
た
も
の
の
一
つ
で
す
。

◆ 隠岐のすさび　宝永２年（1705）

◆ 出雲路日記　文政13年（1830）

山
陰
の
名
所
を
歩
く

う
な
ぎ
街
道

◆ 出雲国名所歌集．二編　嘉永６年（1853）

◆ 石見名所集方角図解

◆ うなぎかご◆ うなぎかご◆ 雲陽国益鑑
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◆ 改算記綱目　貞享４年（1687）

◆ 環海異聞　文化４年（1807）

石
井
家
文
書

◆ 天文図解　元禄元年（1688）

　

明
治
十
四
（
一
八
八
一
）
年
、
明
治
政
府

に
よ
り
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ

れ
、
島
根
県
か
ら
は
、
県
内
の
豊
富
な
農
具

と
漁
具
に
つ
い
て
詳
細
な
絵
を
添
え
て
解
説

し
た
「
農
具
図
解
」
及
び
「
漁
具
図
解
」
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け

て
、
産
業
の
発
達
と
と
も
に
各
地
の
農
村
や

漁
村
で
も
新
た
な
農
法
や
漁
法
が
導
入
さ

れ
、
生
産
拡
大
が
図
ら
れ
た
様
子
を
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
産
業

◆ 島根縣内農具図解◆ 出雲石見魚漁図解

　

鳥
取
市
青
谷
町
の
石
井
家
は
、

江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
か

け
て
回
船
業
や
醸
造
業
を
営
ん

だ
旧
家
で
、
屋
号
を
「
夷
屋
」
と

称
し
ま
し
た
。
三
代
目
当
主
の

石
井
世
左
衛
門
（
一
七
六
六
〜

一
八
三
一
）
は
、
仲
間
と
狂
歌
を

詠
む
こ
と
を
好
む
一
方
、
数
学
や

天
文
学
も
嗜
む
文
化
人
で
も
あ
り

ま
し
た
。
世
左
衛
門
の
代
か
ら
約

百
年
間
に
わ
た
る
『
石
井
記
録
』

に
は
伊
能
忠
敬
の
測
量
隊
が
立
ち

寄
っ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も

記
述
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
文
化

や
社
会
の
様
子
を
物
語
る
資
料
と

し
て
価
値
が
あ
り
ま
す
。

出
雲
国
の
お
も
な
産
物

鉄
製
品

　

中
国
山
地
の
鉄
は
国
内
需
要
の
90
％
を

賄
っ
て
い
た
が
、鉄
を
原
料
の
ま
ま
出
荷
し

て
い
た
の
で
は
付
加
価
値
が
つ
か
な
い
た

め
、横
浜
町
に
あ
っ
た「
釜
甑
方
」で
、鍋
・
釜
・

庖
丁
・
農
具
な
ど
の
鋳
物
製
品
と
し
て
専
売

し
た
。

木
綿

　

江
戸
時
代
の
出
雲
は
良
質
の
綿
作
地
帯

で
、「
雲
州
木
綿
」と
し
て
松
江
や
大
坂
な
ど

へ
出
荷
さ
れ
た
。運
搬
に
は
平
田
船
川
か
ら

船
が
利
用
さ
れ
、帆
船
が
宍
道
湖
の
北
側
を

行
き
交
っ
た
。こ
の
水
運
は
、酒
、醤
油
な
ど

の
取
引
に
も
利
用
さ
れ
た
。

蠟
（
ろ
う
）

　

櫨
（
ハ
ゼ
）の
植
え
付
け
を
奨
励
し
、実
か

ら
蠟
燭
を
製
造
し
た
。蠟
燭
は
当
時
贅
沢
品

で
、南
田
町
に
建
て
ら
れ
た
「
木
実
方
」で
藩

営
事
業
と
し
て
本
格
的
に
製
造
、販
売
さ
れ
、

大
き
な
収
益
を
も
た
ら
し
た
。

薬
用
人
参

　

六
代
松
江
藩
主
の
命
に
よ
り
栽
培
に
と
り

か
か
っ
た
も
の
の
、成
功
す
る
ま
で
四
十
〜

五
十
年
も
か
か
っ
た
。国
内
は
も
と
よ
り
清

国
（
中
国
）へ
ま
で
輸
出
さ
れ
、藩
の
財
政
を

支
え
る
産
物
で
あ
っ
た
。当
時
の
栽
培
地
は

古
志
原
町
に
あ
っ
た
。松
江
市
内
に
は
、薬
用

人
参
を
扱
う
役
所
で
あ
っ
た
「
人
参
方
」
の

門
だ
け
が
残
っ
て
い
る
。

江戸を旅する
  明治に学ぶ

島根大学デジタル・アーカイブのコンテンツから

9



江戸から明治の教育　江戸から明治の教育　

　

庶
民
の
学
問
の
場
は
、
寺

子
屋
（
初
等
教
育
）
や
私
塾

（
中
等
教
育
）
で
し
た
。
寺

子
屋
で
は
、
武
士
、
僧
侶
、

神
官
な
ど
が
師
匠
と
な
り
、

「
往
来
物
」
と
呼
ば
れ
る
教

科
書
を
使
っ
て
、
日
常
生
活

に
必
要
な
「
読
み
書
き
ソ
ロ

バ
ン
」
を
教
え
ま
し
た
。

　

藩
校
に
入
れ
な
い
下
級
武

士
の
子
弟
な
ど
で
向
学
心
が

あ
る
者
や
、
藩
校
教
育
で
は

満
た
さ
れ
な
い
要
求
を
も
つ

者
は
私
塾
で
学
び
ま
し
た
。

足
軽
町
で
あ
っ
た
松
江
の
雑

賀
は
私
塾
が
多
く
開
か
れ
、

教
育
意
識
の
高
い
地
域
で
し

た
。
若
槻
禮
次
郎
、
岸
清
一

を
は
じ
め
、
多
く
の
向
学
心

に
燃
え
る
若
者
が
こ
こ
で
学

び
ま
し
た
。

雑
賀
の
私
塾

◆ Principles and Applications 
of Chemistry（ウェルズ『化学の
原理と応用』）　明治元年（1868）

◆ 松江市雑賀公民館前の私塾跡碑
　雑賀小学校の中に設けられた「雑賀
教育資料館」には、当時の資料などが大
切に保存されています。

　

江
戸
時
代
、
諸
藩
に
は
藩
校
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
学
べ
る
の
は
士
族
の
子

弟
な
ど
一
部
に
限
ら
れ
て
お
り
、
エ
リ
ー
ト
養
成
の
た
め
の
教
育
機
関
と
い
う
性
格
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
庶
民
の
教
育
は
も
っ
ぱ
ら
寺
子
屋
で
行
わ
れ
ま
す
。
規
模
は

大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、都
市
部
か
ら
農
山
漁
村
に
至
る
ま
で
広
く
普
及
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

私
塾
は
師
弟
間
の
深
い
人
間
的
な
つ
な
が
り
の
上
に
特
色
の
あ
る
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
藩

校
と
は
異
な
る
存
在
意
義
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
五
年
の
学
制
公
布
に
よ
り
、
教
育
制
度
の
近
代
化
が
始
ま
り
ま
す
。
島
根
県
で
は
比

較
的
早
い
時
期
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
、
師
範
学
校
な
ど
が
次
々
と
開
校
さ
れ
、
明
治
期
の

島
根
を
代
表
す
る
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
育
て
ま
し
た
。

　

松
江
藩
で
は
、
六
代
宗
衍
が
開
設
し

た
「
文
明
館
」
が
藩
校
の
初
め
で
す
。

桃
源
蔵
（
白
鹿
）
な
ど
が
藩
儒
を
務

め
、
儒
学
を
中
心
に
教
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
九
代
斉
貴
、
十
代
定
安
は

洋
学
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
松
江
に

西
洋
学
校
を
開
校
し
ま
し
た
。
江
戸
藩

邸
で
収
集
し
た
洋
学
書
を
国
許
へ
送
っ

た
も
の
が
「
雲
藩
図
書
」
と
し
て
残
っ

て
い
ま
す
。「
文
明
館
」
は
の
ち
に
「
修

道
館
」
と
改
め
ら
れ
、
明
治
五
年
四
月

に
閉
館
と
な
る
ま
で
出
雲
の
最
高
学
府

で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

　

津
和
野
藩
の
「
養
老
館
」
は
、
福
羽

美
静
、
西
周
、
森
鷗
外
な
ど
多
く
の
知

識
人
を
輩
出
し
た
藩
校
と
し
て
有
名
で

す
。
八
代
藩
主
亀
井
矩
賢
が
創
設
し
、

十
一
代
茲
監
に
よ
っ
て
さ
ら
に
整
備
が

進
み
、
文
武
両
道
を
備
え
た
総
合
的
な

藩
校
と
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
藩
校

◆ Universal History : on the 
Basis of Geography（パーレー
『万国史』）　明治３年（1870）

◆ Natural Philosophy : The Most 
Recent Discoveries（クロッケン
ボス『物理書』）　明治３年（1870）

年
号 

西
暦 

宝
暦
8 

１
７
５
８ 

文
明
館
開
設

天
明
6 

１
７
８
６ 

養
老
館
開
設

安
政
2 

１
８
５
５ 

澤
野
修
輔
「
培
塾
」
を
開
く

文
久
3 

１
８
６
３ 

西
洋
学
校
開
校

慶
應
1 

１
８
６
５ 

修
道
館
開
校

明
治
3 

１
８
７
０ 

フ
ラ
ン
ス
人
教
師
雇
い
入
れ
る

　
　

5 

１
８
７
２ 

学
制
公
布　

修
道
館
閉
校

　
　

6 

１
８
７
３ 

雑
賀
小
学
校
開
校

　
　

8 

１
８
７
５ 

教
員
伝
習
校
開
校

　
　

9 

１
８
７
６ 

松
江
師
範
学
校
と
改
称

 
 

変
則
中
学
を
併
設

　
　

10 

１
８
７
７ 

松
江
中
学
と
な
る

　
　

11 

１
８
７
８ 

女
子
師
範
学
校
開
校

　
　

17 

１
８
８
４ 

島
根
県
師
範
学
校
と
改
称

 
 

島
根
県
医
学
校
開
校

 
 

永
田
穂
積
「
博
審
学
校
」
を
開

く

　
　

19 

１
８
８
６ 

島
根
県
尋
常
中
学
校
と
改
称

 
 

島
根
県
尋
常
師
範
学
校
と
改
称

　
　

23 

１
８
９
０ 

松
江
法
律
学
校
開
校

 
 

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
来
松

　
　

31 

１
８
９
８ 

島
根
県
師
範
学
校
と
改
称

　
　

36 

１
９
０
３ 

島
根
県
女
子
師
範
学
校
と
改
称

大
正
9 

１
９
２
０ 

松
江
高
等
学
校
設
置

教育関連年表：江戸～明治

雲
藩
図
書
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◆ 学問ノススメ　明治６年（1873）

明
治
の
学
制
公
布

　

明
治
に
な
る
と
一
般
庶
民
の
法
意
識
も
徐
々

に
高
ま
り
、
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
る
な
ど
法

律
は
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
桑

原
羊
次
郎
は
島
根
県
尋
常
中
学
校
を
卒
業
し
、

英
吉
利
法
律
学
校
（
現
中
央
大
学
）
で
学
び
ま

し
た
。
郷
里
の
松
江
で
法
律
学
校
の
開
設
を
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九

○
）
年
、
地
元
政
財
界
の
援
助
を
得
て
、
母
衣

町
の
民
家
に
「
松
江
法
律
学
校
」
を
開
校
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
修
業
年
限
は
二
年
で
開

校
当
初
は
盛
況
で
し
た
が
、
桑
原
の
留
学
、
教

師
や
生
徒
の
減
少
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、
明
治

二
十
五
（
一
八
九
二
）
年
に
閉
校
を
よ
ぎ
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

法
律
専
門
学
校

◆ 松江法律学校の生徒募集
　　『山陰新聞』明治23年４月20日

　

日
本
の
近
代
教
育

は
、
明
治
五
年
八
月

の
学
制
公
布
に
始
ま

り
ま
す
。
明
治
新
政

府
は
、
学
校
の
設
置

を
一
大
急
務
と
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
先

に
述
べ
た
藩
校
や
寺

子
屋
・
私
塾
を
統
合

し
、
教
育
の
一
本
化

と
機
会
均
等
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
し

た
。

　

松
江
で
最
初
に
で

き
た
の
は
「
第
七
区

第
一
番
小
学
校
」（
現

雑
賀
小
学
校
）
で
、

以
後
、
各
地
で
小
学

校
が
相
次
い
で
開
校

さ
れ
た
の
に
続
き
、

不
足
し
て
い
た
教
師

を
養
成
す
る
た
め
の

師
範
学
校
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
中
学
校

の
開
校
は
全
国
で
三

番
目
と
い
う
早
さ

で
、
当
時
の
島
根
の

教
育
水
準
の
高
さ
と

県
民
の
優
秀
さ
が
う

か
が
わ
れ
ま
す
。

澤
野
修
輔　
　
　
一
八
二
八
〜
一
九
○
三

　

松
江
の
雑
賀
町
に
生
ま
れ
る
。身
分
の
低
い
足
軽

だ
っ
た
が
江
戸
へ
遊
学
し
て
昌
平

で
修
行
し
、帰

郷
後
に
「
培
塾
」を
開
い
た
。培
塾
に
は
入
門
を
希
望

す
る
若
者
が
絶
え
な
か
っ
た
。そ
の
後
開
校
し
た
雑

賀
小
学
校
の
初
代
校
長
と
な
っ
た
。

明
治
期
の
教
師
た
ち

内
村
鱸
香（
友
輔
） 

一
八
二
一
〜
一
九
○
一

　

松
江
の
中
原
町
に
生
ま
れ
る
。京
都
、大
坂
で
の
遊

学
後
、昌
平

で
頭
角
を
現
す
。大
坂
で
開
い
た
私
塾

は
人
気
が
あ
っ
た
が
、藩
命
で
帰
郷
し
藩
校
教
授
に

就
任
し
た
。五
十
五
歳
で
開
設
し
た
「
相
長
舎
」の
門

下
生
は
三
千
人
を
数
え
、多
く
の
逸
材
を
輩
出
し
た
。

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ・ハ
ー
ン

（
小
泉
八
雲
）　
　
一
八
五
○
〜
一
九
○
四

　

ギ
リ
シ
ャ
の
レ
フ
カ
ダ
島
に
生
ま
れ
る
。
十
九

歳
で
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
新
聞
記
者
と
し
て
活
躍
後
、

四
十
歳
で
来
日
し
、松
江
の
島
根
県
尋
常
中
学
校
の

英
語
教
師
と
な
る
。旧
き
良
き
日
本
が
残
る
松
江
の

町
を
愛
し
、西
田
千
太
郎
や
学
生
た
ち
と
の
交
流
の

中
で
、最
も
穏
や
か
な
一
時
期
を
過
ご
し
た
。
そ
の

後
、熊
本
第
五
高
等
学
校
、東
京
帝
国
大
学
、早
稲
田

大
学
で
英
文
学
を
教
え
、日
本
を
紹
介
す
る
多
数
の

著
作
を
残
し
た
。

西
田
千
太
郎　
　
一
八
六
二
〜
一
八
九
七

　

松
江
の
雑
賀
町
に
生
ま
れ
る
。澤
野
修
輔
塾
、変
則

中
学
科
（
の
ち
の
松
江
中
学
）で
学
ぶ
。教
師
と
な
っ

て
か
ら
は
島
根
県
尋
常
中
学
校
な
ど
で
教
え
、ラ
フ

カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
来
日
時
に
は
教
頭
と
し
て
よ
き

理
解
者
、助
言
者
と
な
っ
た
。若
く
し
て
病
に
倒
れ
た

が
、博
識
の
う
え
に
人
柄
も
非
常
に
良
く
、亡
く
な
る

ま
で
ハ
ー
ン
と
の
親
交
が
続
い
た
。

◆  松江法律学校の休校に就て
　　『山陰新聞』明治25年11月19日

江戸を旅する
  明治に学ぶ

◆ 絵入智慧の環　明治３年（1870） ◆ 尋常小学読本　明治19年（1886）

明
治
期
の
教
科
書
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明治期の先覚者たち① 梅謙次郎明治期の先覚者たち① 梅謙次郎

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
優
秀
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
教
育

に
力
が
注
が
れ
ま
し
た
。
西
洋
の
進
ん
だ
思
想
や
技
術
を
取
り
入
れ

る
た
め
外
国
語
を
学
ば
せ
た
り
、
優
秀
な
者
に
は
海
外
留
学
の
機
会

も
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
武
士
の
世
の
中
が
終
わ
り
学
問
を
修
め
れ
ば

立
身
出
世
で
き
る
時
代
、
向
学
心
の
あ
る
者
は
上
京
し
て
高
等
教
育

を
受
け
、
活
躍
の
場
を
世
界
へ
と
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

梅
謙
次
郎
は
松
江
出
身
で
、
明
治
の
法
曹
界
を
代
表
す
る
一
人
で

す
。
穂
積
陳
重
、
富
井
政
章
と
と
も
に
日
本
の
民
法
を
起
草
し
、「
日

本
民
法
典
の
父
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
、ド
イ
ツ
で
学
び
、

韓
国
で
法
典
編
纂
に
尽
力
す
る
な
ど
国
際
的
に
活
躍
し
、
明
治
の
立

法
史
に
大
き
な
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

万
延
元
（
一
八
六
○
）
年
、
松
江
藩
医
梅
薫

の
次
男
と
し
て
松
江
の
灘
町
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
幼
い
頃
か
ら
秀
才
で
、
藩
主
の
前
で
進
講

し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
謙
次
郎
の
最
初
の
教
師

は
祖
父
・
竹
道
で
し
た
が
、
七
歳
の
時
に
こ
の

祖
父
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
生
家
か
ら
近
い
雑

賀
町
に
あ
る
澤
野
修
輔
の
「
培
塾
」
で
、
二
歳

上
の
兄
と
と
も
に
学
び
ま
し
た
。

　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
は
、
謙
次
郎
が
入

学
し
た
ば
か
り
の
修
道
館
（
洋
学
校
）
が
閉
鎖

さ
れ
、
さ
ら
に
医
者
で
あ
っ
た
父
が
病
院
の
廃

止
に
よ
り
職
を
失
う
な
ど
、
梅
家
に
と
っ
て
最

悪
な
年
と
な
り
ま
し
た
。
翌
年
開
校
し
た
中
原

小
学
校
に
入
学
し
ま
す
が
、
こ
う
し
た
逆
境
が
、

謙
次
郎
を
猛
烈
な
勢
い
で
勉
学
に
向
か
わ
せ
た

と
い
え
ま
す
。
灘
町
の
人
々
は
、
謙
次
郎
を
神

童
と
呼
ん
で
褒
め
そ
や
し
、
温
か
く
励
ま
し
ま

し
た
。

幼
少
期

　

明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
秋
、
十
五

歳
の
時
に
父
母
と
と
も
に
上
京
し
、
そ

の
後
、
郷
里
の
土
を
踏
む
こ
と
は
二
度

と
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
上
京
後
は
父

の
商
売
が
う
ま
く
い
か
ず
、
苦
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
ま
す
が
、
東
京
外
国
語

学
校
（
現
東
京
外
国
語
大
学
）
仏
語
科

を
首
席
で
卒
業
し
た
後
、
司
法
省
法
学

校
で
フ
ラ
ン
ス
法
を
学
び
、
こ
れ
も
抜

群
の
成
績
で
首
席
卒
業
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
、
東
京
法
学
校
（
現
東
京
大
学
法
学
部
）
の
教
員
と
な

り
ま
す
が
、フ
ラ
ン
ス
留
学
を
命
じ
ら
れ
、明
治
十
八
（
一
八
八
五
）

年
に
横
浜
港
か
ら
船
で
出
発
し
ま
し
た
。
留
学
先
の
リ
ヨ
ン
大
学

で
の
四
年
間
の
成
果
が
博
士
論
文
『
和
解
論
』
で
、
現
地
で
高
く

評
価
さ
れ
、
リ
ヨ
ン
市
か
ら
ヴ
ェ
ル
メ
イ
ユ
賞
牌
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
も
留
学
し
、
帰
国
し

た
の
は
明
治
二
十
三
（
一
八
九
○
）
年
で
し
た
。
同
じ
年
の
八
月
、

ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
英
語
教
師
と
し
て
松
江
に
赴
任
し
ま
し
た
。

青
年
期

◆ 和解論原稿
　（手書きサインあり）

◆ フランス・リヨン
　 大学留学時代 

　

帰
国
後
、
民
法
起
草
委
員
と
な
り

ま
す
。
民
法
は
穂
積
陳
重
、
富
井
政

章
と
と
も
に
、
ま
た
商
法
は
田
部
芳
、

岡
野
敬
次
郎
と
と
も
に
立
案
起
草

し
、
民
法
総
則
、
物
権
法
、
債
権
法
、

親
族
法
、
相
続
法
な
ど
の
作
成
に
貢

献
し
ま
し
た
。

　

帝
国
大
学
法
科
大
学
（
現
東
京
大

学
法
学
部
）
学
長
、
和
仏
法
律
学

校
（
現
法
政
大
学
）
初
代
校
長
、
内

閣
法
制
局
長
官
な
ど
を
歴
任
し
、
伊

藤
博
文
の
要
請
で
韓
国
政
府
の
法
律

最
高
顧
問
と
な
り
ま
し
た
が
、
通
商

条
約
廃
棄
通
告
と
日
韓
併
合
の
明
治

四
十
三
（
一
九
一
○
）
年
、
五
十
歳

の
若
さ
で
急
逝
し
ま
し
た
。『
民
法

要
義
』、『
民
法
講
義
』、『
日
本
商
法

義
解
』
な
ど
生
涯
を
通
じ
て
二
十
冊

に
及
ぶ
著
作
が
あ
り
、
特
に
『
民
法

要
義
』
五
巻
は
、
今
も
研
究
者
の
必

読
文
献
に
な
っ
て
い
ま
す
。

法
学
者
と
し
て
の
実
績

◆ 民法の三起草者
　 左から富井政章、梅謙次郎、穂積陳重
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明
治
文
庫

切
手
に
な
っ
た
梅
謙
次
郎

　

梅
は
、
松
江
ゆ
か
り
の
小

泉
八
雲
と
も
交
流
が
あ
り
ま

し
た
。
三
十
歳
の
時
に
結
婚

し
た
旧
松
江
藩
士
の
娘
か
ね

は
、
八
雲
と
結
婚
し
た
小
泉

セ
ツ
の
親
戚
に
あ
た
り
、
二

人
は
遠
縁
の
親
戚
と
な
り
ま

し
た
。
八
雲
は
梅
を
大
変
信

頼
し
、
尊
敬
の
念
を
抱
い
て

い
ま
し
た
。

　

梅
が
東
京
帝
国
大
学
の
教

員
を
し
て
い
た
頃
、
八
雲
も

上
京
し
、
同
じ
大
学
で
英
文

学
の
講
義
を
し
ま
し
た
。
の

ち
に
八
雲
が
帝
国
大
学
を
解

任
さ
れ
る
前
後
、
多
忙
な
時

間
を
さ
い
て
何
度
か
八
雲
を

訪
ね
て
い
ま
す
。
八
雲
が
死

を
予
感
し
て
、
東
京
の
大
久

保
の
書
斎
で
書
い
た
梅
宛
の

遺
書
に
は
、「
私
が
死
ん
で

も
泣
く
決
し
て
い
け
ま
せ

ん
、
小
さ
い
瓶
買
い
ま
し
ょ

う
。
三
銭
あ
る
い
は
四
銭
く

ら
い
の
も
の
で
す
、
私
の
骨

入
れ
る
た
め
に
。
そ
し
て
田

舎
の
淋
し
い
寺
に
埋
め
て
下

さ
い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
八
雲
が
亡
く
な
っ
た
折

に
は
、
遺
族
・
親
戚
の
代
表

を
務
め
ま
し
た
。

八
雲
と

　

梅
謙
次
郎

◆ 梅切手　昭和27年８月発行

江戸を旅する
  明治に学ぶ

　

父
は
明
治
四
十
三
年
八

月
、
韓
国
京
城
で
チ
フ
ス

に
か
か
り
、
二
十
五
日
に

満
五
十
歳
で
亡
く
な
っ

た
。
日
韓
合
邦
が
そ
の
月

の
二
十
九
日
だ
か
ら
、
合

邦
直
前
と
い
っ
て
も
よ
い

が
、
兄
の
記
憶
に
よ
る

と
、
同
じ
頃
、
父
は
あ
る

席
で
あ
る
軍
人
と
合
邦
を

論
じ
、
さ
か
ん
に
反
対
し
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
合
邦
を
見
ず
に
死
ん
だ
こ
と

に
は
心
残
り
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。私
た
ち
は
死
に
目
に
あ
わ
な
か
っ
た
が
、

酒
好
き
の
父
は
そ
う
と
う
熱
が
あ
る
の
に
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ん
か
飲
ん
で
い
た
と

い
う
話
だ
。
も
っ
と
も
平
生
か
ら
病
気
に
強
く
、
三
十
九
度
ぐ
ら
い
熱
が
あ
っ

て
も
大
学
の
講
義
に
出
か
け
て
い
た
。

　

・
・
・（
中
略
）・
・
・

　

卒
業
の
翌
年
、
文
部
省
留
学
生
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
行
き
、
先
輩
富
井
政
章

先
生
の
学
ん
だ
リ
ヨ
ン
大
学
の
法
科
に
入
っ
た
。
そ
し
て
二
十
二
年
ま
で
同
大

学
で
勉
強
し
、
ド
ク
ト
ゥ
ー
ル
・
ア
ン
・
ド
ロ
ア
（
法
学
博
士
）
の
学
位
を
得

た
が
、
そ
の
時
の
成
績
が
よ
か
っ
た
と
い
う
の
で
、
リ
ヨ
ン
市
か
ら
賞
牌
を
も

ら
い
、
論
文
の
『
和
解
論
（L

a transaction

）』
は
市
費
で
出
版
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
ド
イ
ツ
に
渡
っ
て
一
年
ほ
ど
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
学
び
、
二
十
三
年
に

帰
朝
し
て
、
法
科
大
学
で
講
義
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

留
学
中
の
話
で
お
も
し
ろ
い
と
思
う
の
は
、
パ
リ
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
に
の

ぼ
っ
た
話
で
あ
る
。
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
は
高
さ
が
三
〇
〇
米
も
あ
り
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
備
が
あ
っ
た
が
、
父
は
そ
れ
に
よ
ら
ず
外
側
の
梯
子
を
昇
降
し
た
の

で
、
新
聞
に
も
出
て
た
い
へ
ん
騒
が
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
パ
リ
に
留
学

し
て
い
た
本
願
寺
の
藤
島
了
穏
師
の
話
で
あ
る
が
、元
来
き
わ
め
て
不
器
用
で
、

そ
の
く
せ
負
け
ず
ぎ
ら
い
の
父
の
や
り
そ
う
な
こ
と
だ
と
、
今
で
も
私
た
ち
を

微
笑
ま
せ
る
。
あ
る
い
は
、
リ
ヨ
ン
市
の
賞
状
よ
り
こ
の
方
が
父
を
得
意
に
な

ら
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
高
久
茂
『
切
手
に
な
っ
た
日
本
文
化
人
』
よ
り
）

父
を
語
る:

梅
徳
（
三
男
）

　

昭
和
二
十
四（
一
九
四
九
）

年
、
郵
政
省
は
、
我

が
国
の
世
界
に
誇
れ

る
文
化
先
駆
者
の
肖

像
を
郵
便
切
手
と
し
て

発
行
し
ま
し
た
。
梅
は

十
八
名
の
文
化
人
の
中

に
選
ば
れ
、
切
手
は
昭

和
二
十
七
年
八
月
に

一
千
万
枚
発
行
さ
れ
ま

し
た
。

◆ 家族写真
　 　後列左より 長女梅枝、夫人かね
　 　前列左より 四男光、三男徳、祖母くに、
　　　次男震、長男緑

◆ 梅謙次郎の著書 ◆ 明治文庫の資料

　

松
江
地
方
裁
判
所

「
明
治
文
庫
」
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
、
明
治
期

を
中
心
と
し
た
法
律

書
、
判
例
集
な
ど
約

一
、一
〇
〇
点
を
、
島

根
大
学
附
属
図
書
館
で

所
蔵
し
て
い
ま
す
。
明

治
新
政
府
に
よ
り
近
代

法
制
が
整
備
さ
れ
て
い

く
過
程
で
刊
行
さ
れ
た

も
の
で
、
近
代
日
本
法

制
史
の
研
究
に
お
い
て

貴
重
な
資
料
群
で
す
。

　

梅
謙
次
郎
の
著
書
で

あ
る
『
民
法
要
義
』『
民

法
原
理
』『
最
近
判
例
批

評
』『
日
本
賣
買
法
』『
民

法
債
権 

』
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
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明治期の先覚者たち②　明治期の先覚者たち②　

　

松
江
出
身
の
明
治
期
の
文
化
人
と
い
え
ば
、
す
ぐ
に
岸
清
一
と
若
槻
禮
次
郎
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
二
人
は

一
歳
違
い
で
、
と
も
に
松
江
市
雑
賀
町
の
出
身
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
岸
は
抜
群
の
成
績
で
順
風
満
帆

の
人
生
を
歩
み
、
近
代
ス
ポ
ー
ツ
界
に
そ
の
名
を
残
し
ま
し
た
。
若
槻
は
苦
学
し
、
叔
父
の
援
助
で
学
び
な
が

ら
政
治
家
と
な
り
、
初
の
島
根
出
身
の
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

同
じ
頃
、
松
江
電
灯
会
社
を
創
立
し
た
桑
原
羊
次
郎
は
、
松
江
の
末
次
本
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
美
術
工
芸

に
深
い
造
詣
が
あ
り
、
日
本
美
術
の
優
秀
さ
を
海
外
に
紹
介
し
た
り
、
郷
土
の
産
業
や
文
化
な
ど
多
方
面
に
活

躍
し
ま
し
た
。
明
治
初
期
、
同
じ
中
学
校
で
学
ん
だ
三
人
の
少
年
は
、
歩
む
道
は
異
な
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
世
界
的
な
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

岸 

清
一

◆ 母校訪問　昭和２年10月

若
槻
禮
次
郎

　

明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
、桑
原
愛
三
郎
（
通
称
太
助
）

の
第
四
子
と
し
て
末
次
本
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
島
根
県

尋
常
中
学
校
か
ら
英
吉
利
法
律
学
校
（
現
中
央
大
学
）
に

学
び
、
卒
業
後
は
ア
メ
リ
カ
の
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
留
学
し

て
マ
ス
タ
ー
・
オ
ブ
・
ロ
ー
の
学
位
を
得
ま
し
た
。

　

帰
国
後
、
彫
金
技
術
や
鑑
定
法
、
ま
た
浮
世
絵
の
研
究

を
始
め
る
と
と
も
に
、
作
品
の
蒐
集
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し

た
。
美
術
工
芸
に
関
す
る
研
究
と
鑑
識
眼
は
世
界
的
に
高

く
評
価
さ
れ
、
明
治
四
十
三
（
一
九
一
○
）
年
の
日
英
博

覧
会
で
は
美
術
部
門
を
担
当
、
翌
年
の
イ
タ
リ
ア
万
国
博

で
は
日
本
美
術
館
主
任
を
務
め
ま
し
た
。

　

郷
里
に
お
い
て
は
、
松
江
電
灯
会
社
や
松
江
法
律
学
校

の
創
立
に
関
わ
っ
た
り
、
松
江
銀
行
取
締
役
、
松
江
盲
唖

学
校
長
、
松
江
図
書
館
（
現
島
根
県
立
図
書
館
）
理
事
な

ど
を
努
め
た
り
と
、
産
業
、
文
化
、
教
育
な
ど
各
方
面
で

活
躍
し
た
社
会
事
業
家
で
し
た
。
ま
た
、
郷
土
資
料
の
蒐

集
に
力
を
注
ぎ
、
こ
の
う
ち
書
籍
類
は
、
島
根
大
学
附
属

図
書
館
に
「
桑
原
文
庫
」
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

桑
原
羊
次
郎

◆ 桑原文庫

 

慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
、
松
江
藩
士
岸
伴
平
の
次
男

と
し
て
雑
賀
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
治
六
年
に
開
校
に

な
っ
た
「
第
七
区
第
一
番
小
学
校
」（
現
雑
賀
小
学
校
）

に
入
学
し
、
首
席
で
通
す
と
い
う
抜
群
の
成
績
で
し
た
。

島
根
県
尋
常
中
学
校
を
卒
業
後
、
上
京
し
て
百
倍
以
上
の

難
関
を
突
破
し
、東
京
帝
国
大
学
法
学
科
に
入
学
し
ま
す
。

卒
業
後
は
代
言
人
（
現
在
の
弁
護
士
）
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。

　

岸
は
ま
た
、
日
本
近
代
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
も
大
き
な

業
績
を
残
し
ま
し
た
。
大
日
本
体
育
協
会
会
長
、
国
際
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
委
員
に
就
任
し
、
国
際
的
に
活
躍
し

て
「
ス
ポ
ー
ツ
の
父
」
と
慕
わ
れ
ま
し
た
。

　

自
身
が
苦
学
し
た
た
め
、
私
財
を
育
英
事
業
に
提
供
し

て
若
者
に
勉
学
の
機
会
を
与
え
た
り
、
八
雲
記
念
館
の
建

設
に
貢
献
し
、
私
費
を
投
じ
て
遺
品
を
収
集
し
た
り
し
ま

し
た
。
世
話
に
な
っ
た
学
生
た
ち
に
よ
り
、
島
根
県
庁
前

に
銅
像
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆ 第１回目の洋行
　 明治30年頃

　

島
根
が
生
ん
だ
内
閣
総
理
大
臣
、
若
槻
禮
次
郎
は
、
慶

応
二
（
一
八
六
六
）
年
、
足
軽
奥
村
仙
三
郎
の
次
男
と
し

て
雑
賀
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
岸
と
同
じ
小
学
校
に
入
学

し
ま
す
が
、
家
が
貧
し
く
、
家
計
を
助
け
る
た
め
に
中
学

校
を
中
退
し
代
用
教
員
を
務
め
る
な
ど
、
岸
と
は
違
い
苦

難
の
道
を
歩
き
ま
し
た
。
学
費
を
条
件
に
叔
父
の
若
槻
敬

の
養
子
と
な
り
、
岸
に
一
年
遅
れ
て
上
京
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

東
京
帝
国
大
学
法
科
を
首
席
で
卒
業
し
た
後
、
官
吏
に

な
る
道
を
選
び
大
蔵
省
（
現
財
務
省
）
に
入
省
し
ま
し
た
。

大
蔵
大
臣
、
内
務
大
臣
を
経
て
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）

年
と
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
内
閣

総
理
大
臣
を
務
め
ま
し
た
。

こ
の
時
の
松
江
市
民
の
喜
び

よ
う
は
大
変
な
も
の
で
、
ド

ラ
を
打
ち
鳴
ら
し
、
提
灯
行

列
を
繰
り
出
す
騒
ぎ
で
し

た
。

◆ 桑原羊次郎著書

◆ 若槻禮次郎
　 直筆履歴書
　  明治17年頃
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 西暦  年齢 年齢 　　 梅 謙次郎 年齢 　　若槻禮次郎 年齢 　　桑原羊次郎
1860 万延 1 0 灘町に誕生    
1861  1 千字文・孝経を暗唱    
1865 慶応 1 5 大学･中庸を学ぶ    
1866  6 澤野修輔の培塾で学ぶ 0 雑賀町に誕生  
1867  7  1   
1868 明治 1 8  2  0 末次本町に誕生
1869 明治 2 9 藩校修道館に入る 3  1 
1870 明治 3 10 藩主に日本外史を進講 5 澤野修輔塾で学ぶ 3 
1872 明治 5 12 洋学校入学 6  4 
1873 明治 6 13 小学校入学 7 雑賀小入学 5 
1874 明治 7 14 父母とともに上京 8  6 
1875 明治 8 15 東京外国語学校入学 9  7 
1878 明治11 18  12 内村友輔塾で学ぶ 10 
1879 明治12 19  13 松江中学校二科入学 11 
1880 明治13 20 司法省法学校入学 14  12 第一中学校入学
1881 明治14 21  15 松江中学退学・大谷小補助員 13 
1882 明治15 22  16 大津小授業生 14
 14 23  17  15
1884 明治17 24 司法省勤務・文部省勤務 18 上京、司法省法学校入学　 16 
1885 明治18 25  19  17 上京、英吉利法律学校入学
1886 明治19 26 リヨン大学で学ぶ 20 若槻姓となる 18 
1889 明治22 29 「和解論」で学位取得 23 帝国大学法科大学仏法科入学 21 東茶町へ転居
   ベルリン大学で学ぶ  
1890 明治23 30 帝国大学法科大学校教授 24  22 津久井春子と結婚
   松本かねと結婚    米国ミシガン大学留学
1891 明治24 31  25 若槻トクと結婚 23 
1892 明治25 32  26 大蔵省試補 24 ミシガン大学院修了
1893 明治26 33 法典調査会主査委員 27  25 彫金技術･鑑定法を学ぶ
   民法商法等の立案起草に従事   
1894 明治27 34  28  26 松江商業会議所特別会員
1895 明治28 35  29  27 松江電燈株式会社社長
1896 明治29 36 「民法要義」出版 30  28 松江銀行監査役
1897 明治30 37 東京帝国大学法科大学長 31  29 
1898 明治31 38  32 主税局内国税課長 30 松江銀行取締役
1899 明治32 39 和仏法律学校長 33  31 
1900 明治33 40 文部省総務長官 34  32 中央刀剣会本部審査委員
       松江図書館理事
1901 明治34 41  35  33 東京金工協会学芸賛助員
       鴻池銀行神戸支店長
1903 明治36 43 法政大学初代総理 37  35 
1904 明治37 44 法政大学に速成科設置 38 主税局長 36
   小泉八雲葬儀委員長  
1906 明治39 46 韓国政府不動産法調査会総裁 40 第一次西園寺内閣の大蔵次官 38 
1907 明治40 47 韓国裁判所構成法起草 41  39 
1908 明治41 48  42 第二次桂内閣の大蔵次官 40 
1909 明治42 49  43  41 日英博覧会美術部計画委員
1910 明治43 50 ソウルで死去 44  42 日英博覧会美術部担当
1911 明治44   45 勅撰貴族院議員 43 イタリア万博日本美術館主任
1912 明治45   46 第三次桂内閣の大蔵大臣 44 
1913 大正 2   47  45 
1914 大正 3   48 第二次大隈内閣の大蔵大臣 46 八雲会設立
1915 大正 4   49  47 山陰盲唖保護会理事長
       馬場常子と再婚
    50  48
1917 大正 6   51  49 私立松江盲唖学校長
       島根県家庭興業株式会社社長
1919 大正 8   53  51 島根県水産株式会社社長
1920 大正 9   54  52 衆議院議員当選
    55  53 
1924 大正13   58 加藤内閣の内務大臣 56 日本国際協会島根県支部長

1925 大正14   59  57 
1926 大正15   60 第一次若槻内閣成立 58 
1927 昭和 2   61 総辞職 59
    62  60
 59   63  61 
1930 昭和 5   64 ロンドン軍縮会議主席全権 62 
1931 昭和 6   65 第二次若槻内閣成立 63
 63   66  64

    67  65
1934 昭和 9   68  66 島根県社会事業連盟理事長
1944 昭和19   78 近衛らと東条内閣の更迭を画策 76 
1945 昭和20   79 ポツダム宣言受諾の重臣会議列席 77 
1946 昭和21   80 東京裁判の証人に立つ 78 
1949 昭和24   83 伊東の別荘で死去 81 松江市文化功労者表彰
1950 昭和25     82 島根県文化功労者表彰
1956 昭和31     88 東茶町で死去

 年号  西暦 

万延 1 1860
元治 1 1864
慶応 1 1865
慶応 2 1866
慶応 3 1867
明治 1 1868
明治 2 1869
明治 4 1871
明治 5 1872
明治 6 1873
明治 7 1874
明治 8 1875
明治11 1878
明治12 1879
明治13 1880
明治14 1881
明治15 1882
明治16 1883
明治17 1884
明治18 1885
明治19 1886
明治22 1889

明治23 1890

明治24 1891
明治25 1892
明治26 1893

明治27 1894
明治28 1895
明治29 1896
明治30 1897
明治31 1898
明治32 1899
明治33 1900

明治34 1901

明治36 1903
明治37 1904

明治39 1906
明治40 1907
明治41 1908
明治42 1909
明治43 1910
明治44 1911
明治45 1912
大正 2 1913
大正 3 1914
大正 4 1915

大正 5 1916
大正 6 1917

大正 8 1919
大正 9 1920
大正10 1921
大正13 1924

大正14 1925
大正15 1926
昭和 2 1927
昭和 3 1928
昭和 4 1929
昭和 5 1930
昭和 6 1931
昭和 7 1932

昭和 8 1933
昭和 9 1934
昭和19 1944
昭和20 1945
昭和21 1946
昭和24 1949
昭和25 1950
昭和31 1956

関連人物略年譜

江戸を旅する
  明治に学ぶ

 年齢 　　　岸 清一
 

 0 雑賀町に誕生
 1 
 2 
 4 
 5 澤野塾・尾原塾で学ぶ
 6 雑賀小入学
 7 
 8 
 11 
 12 松江中学入学
 13 内村友輔塾で学ぶ
 14 
 15 
 16 上京
 17 大学予備門に編入
 18 東京帝国大学法科入学
 19 
 22 代言人免許　開業

 23
 
 24 
 25 
 26 弁護士登録

 27 
 28 
 29 
 30 法律事務取調のため英米両国視察
 31 坂井澄子と結婚
 32 
 33
 
 34
 
 36 
 37 米国視察

 39 
 40 
 41 
 42 
 43 法学博士の学位授与
 44 
 45 法律取調委員
 46 
 47 
 48 東京弁護士会会長

 49 大日本体育協会副会長

 50 
 52 岸育英事業創設
 53 日本漕艇協会会長
 54 大日本体育協会会長
 57 パリオリンピック大会日本団長
  国際オリンピック協会（ILO）委員
 58 極東体育協会名誉会長
 59 
 60 第一東京弁護士会長
 61 アムステルダムオリンピック大会日本団長
 62 小泉八雲遺品を松江市譲受に尽力
 63 
 64 
 65 貴族院議員
  ロサンゼルスオリンピック大会日本団長
 66 東京の自宅で死去
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貴重資料とデジタル・アーカイブ

● デジタル画像データと複製絵図

● ネットワークで公開中のデジタル貴重書 ： 絵図類、和漢書、古記録、古文書等の利用案内

　企画展示で使用した国絵図は、撮影フィルムのデジタル変換や、原資料を直接デジタル撮影して複製出力したもので
す。デジタル撮影機材や画像処理技術の進歩により高品質な画像データを得ることができ、高精細な複製出力やデジタル
データの特性を生かした多様な調査・研究、電子展示が可能です。
　近年、貴重な文化遺産である絵図類についても、研究・調査資料やデジタル・アーカイブの重要なコンテンツとして電子
化及び公開が進行し、原資料では利用上の制約があったものもネットワーク上から利用できるものが増えています。今回
の企画展示では、各所蔵機関や個人所蔵者の方々のご協力により、出雲国の各時代や、点数の少ない石見国、隠岐国
部分も相当数を収集することができました。

国立国会図書館
貴重書画像データベース（http://rarebook.ndl.go.jp/）
国立国会図書館が所蔵する重要文化財、彩色資料等の画像データ検索、閲覧が可能。

デジタルアーカイブポータル（PORTA）（http://porta.ndl.go.jp/）
国内の電子情報資源や情報提供サービスへナビゲートする総合的なポータルサイトで、
国立国会図書館のほか国立公文書館、国内大学・研究機関、青空文庫等複数のデジタ
ル・アーカイブを対象に一元的な検索ができ、コンテンツやサービスの利用が可能。

近代デジタルライブラリー（http://kindai.ndl.go.jp/index.html）
国立国会図書館の明治期・大正期刊行図書のうち、著作権処理済みのものを収録した
画像データベース。

国立公文書館
デジタルアーカイブシステム（http://www.digital.archives.go.jp/）
国立公文書館所蔵の公文書、古書・古文書等の［インターネット閲覧室］。

デジタル・ギャラリー（http://jpimg.digital.archives.go.jp/kouseisai/）
重要文化財や国絵図等の高画質・大容量デジタル画像の［インターネット展示室］。

島根県立図書館
デジタル・ライブラリー（http://ltis.pref.shimane.jp/）
島根県立図書館所蔵の近世古絵図・屋敷図、社寺図、明治時代以降の古地図等のデ
ジタル画像を提供。

松江市立中央図書館
八雲資料室（http://www.web-sanin.co.jp/matsue/plover/library/yakumo.html）
松江市立中央図書館のホームページ「八雲資料室」から、ラフカディオ・ハーンや関係者
の自筆書簡、作品の草稿等の画像データを提供。

島根大学附属図書館
デジタル・アーカイブ（http://www.lib.shimane-u.ac.jp/0/collection/da/da.asp）
附属図書館研究開発室の中で、島根大学所蔵資料及び地域の貴
重資料の調査・電子化・保存・利活用を支援するため、“デジタル・アー
カイブシステム”を構築しています。収録コンテンツは、絵図類、古文
書、和漢書や古医書、古記録、近世版本など多岐にわたり、権利処理
や公開ステータス・ユーザー認証、利用条件管理等の諸機能により、
画像データを研究・教育・調査活動に生かすとともに、可能な資料から
順次公開を行っています。

発行 ： 平成21年10月
主催 ： ３館合同企画展示・講演会実行委員会（島根県立図書館・松江市立図書館・島根大学附属図書館）
共催 ： 島根大学ミュージアム
協賛 ： 島根大学ホームカミングデー（開学60周年記念大会）、松江開府400年祭推進協議会、島根大学松江キャンパス“淞風祭”
後援 ： 松江市、松江市教育委員会、島根県教育委員会、山陰中央新報社、朝日新聞松江総局、毎日新聞松江支局、読売新聞松江支局、産経新聞松江支局、
　　　 中国新聞社、新日本海新聞社、NHK松江放送局、山陰中央テレビ、BSS山陰放送、日本海テレビ、山陰ケーブルビジョン株式会社

協力 ： 国立国会図書館、国立公文書館、広島大学図書館、岡山大学附属図書館、島根県立古代出雲歴史博物館、浜田市教育委員会、津和野町教育委員会、
　　　 隠岐の島町教育委員会、野津隆氏、石井洋氏、雑賀教育資料館


